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大発生したマイマイガ
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補
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予
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…
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１
件

※
補
正
予
算
に
対
す
る
付
帯
決
議
…
…
…
１
件

※
農
業
委
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の
推
薦
…
…
…
…
…
…
…
…
１
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※
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見
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の
提
出
…
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…
…
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等
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
件

６
月
定
例
会
の
ポ
イ
ン
ト

本
会
議
で
の
質
疑

平
成
26
年

第
２
回
定
例
会

６
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で 

開
催

地域づくり事業に2,500万円の追加補正！
白
馬
村
議
会
の
定
例
会
は
１
年
に

４
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
通
常
は
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
に
開
催
さ
れ
る

も
の
で
、
３
月
は
新
年
度
予
算
、
９

月
は
前
年
度
決
算
に
つ
い
て
の
審
議

を
し
ま
す
。
今
回
の
６
月
定
例
会
で

は
３
月
末
日
に
計
数
整
理
等
で
専
決

処
分
を
し
た
補
正
予
算
の
承
認
、
条

例
の
一
部
改
正
、
平
成
26
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
等
の
審
議
及
び
７
名
の

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
平
成
26
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て
は
、

地
域
づ
く
り
事
業
に
対
す
る
追
加
補

正
２
５
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
議
員

か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
活

発
な
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
補
正
予
算
は
原
案
ど
お

り
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
時
に

議
員
発
議
に
よ
る
付
帯
決
議
も
可
決

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
任

期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
に
つ
い
て
、

議
会
か
ら
３
名
の
方
を
推
薦
し
、
陳

情
を
受
け
て
２
件
の
意
見
書
を
関
係

行
政
庁
等
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

●
承
認
第
４
号　
平
成
25
年
度
白
馬

村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

に
つ
い
て

●
承
認
第
７
号　
平
成
25
年
度
白
馬

村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

問

問 問

答

答

【
税
務
課
長
】
別
の
物
件
が
公

共
事
業
補
償
の
対
象
に
な
る

【
上
下
水
道
課
長
】
賦
課
替

え
地
で
下
水
道
接
続
す
る
方

【
太
田
修
議
員
】
債
権
回
収

事
業
の
公
売
手
数
料
は
、
３

【
太
田
修
議
員
】
受
益
者

負
担
金
電
算
委
託
料
の

【
篠
﨑
久
美
子
議
員
】
下
水

道
加
入
分
担
金
及
び
滞
納
繰

こ
と
が
判
明
し
、
滞
納
額
相
当
分
を
回

収
で
き
る
見
込
み
が
立
ち
、
裁
判
所
へ

の
手
続
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

が
い
な
か
っ
た
た
め
の
減
額
、
滞
納

分
に
つ
い
て
は
分
納
払
い
の
誓
約
を

い
た
だ
い
た
た
め
で
す
。

６
０
８
万
円
の
減
額
で
、
シ
ス
テ
ム

変
更
見
送
り
後
の
対
応
は
。

越
分
減
額
の
内
容
と
、
理
由
は
。

月
の
補
正
予
算
で
増
額
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
減
額
し
た
理
由
は
。
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こ
の
よ
う
な
審
議
が
あ
り
ま
し
た

ポンプ操法に励む消防団員

総
務
社
会
委
員
長
報
告

平成26年度
一般会計予算 地域づくり事業に2,500万円の追加補正！

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

課
税
漏
れ
等
に
か
か
る
村
税
の
取
扱
、

外
国
法
人
の
取
扱
、
法
人
税
割
の
税

率
改
定
、
軽
自
動
車
税
の
税
額
改
定

な
ど
を
行
う
も
の

消
防
団
員
の
待
遇
改
善
の
た
め
に

退
職
報
償
金
を
引
き
上
げ
る
も
の

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
い
所

定
の
改
正
を
行
う
も
の

●
議
案
第
32
号　
白
馬
村
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
議
案
第
34
号　
白
馬
村
非
常
勤
消

防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

●
議
案
第
33
号　
白
馬
村
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

●
議
案
第
36
号　
平
成
26
年
度
白
馬

村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

問

問

答

答

答答

【
税
務
課
長
】
現
在
の
シ
ス

テ
ム
契
約
は
平
成
27
年
度
末

【
村
長
】
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
終
了
後
、
議
会
か
ら

【
村
長
】
私
自
身
は
３
月
の

定
例
会
が
終
了
後
も
、
何
か

【
総
務
課
長
】
新
規
事
業
の

２
２
０
０
万
円
は
、
行
政
区

【
篠
﨑
久
美
子
議
員
】
地
域

づ
く
り
事
業
補
助
金
の
主
な

【
篠
﨑
久
美
子
議
員
】
３
月

予
算
で
は
な
く
、
こ
の
時
期

ま
で
で
、
下
水
道
台
帳
の
下
水
道
情

報
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
有
効
的
に
活
用

す
る
方
法
も
視
野
に
入
れ
、
シ
ス
テ

ム
入
れ
替
え
、
機
能
強
化
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

経
済
対
策
を
と
い
う
考
え
は
持
っ
て

お
り
ま
し
た
。

が
村
内
事
業
者
を
利
用
し
て
、
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
事
業
に
対
し

10
／
10
を
補
助
し
た
い
と
い
う
考
え

で
、
経
済
対
策
と
し
て
２
年
度
の
事

業
期
間
で
１
地
区
１
回
の
み
の
利

用
、
繰
越
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
地
区

の
補
助
金
上
限
額
は
、
均
等
割
り
、

人
口
割
に
よ
り
決
定
す
る
考
え
で

す
。
可
決
さ
れ
れ
ば
、
補
助
金
交
付

要
綱
の
一
部
改
正
を
法
規
審
査
委
員

会
で
審
査
の
上
、
交
付
日
か
ら
の
施

行
に
な
り
ま
す
。

内
容
は
。

に
出
て
き
た
経
緯
は
。

延
長
要
望
も
あ
り
、
地
域
に
活
力
、

元
気
の
出
る
方
法
が
な
い
か
と
、
近

隣
市
町
村
の
調
査
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

村
内
か
ら
は
高
額
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ

の
援
助
、
公
民
館
等
の
公
共
施
設
の

維
持
・
整
備
へ
の
補
助
、
地
域
の
美

化
な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
地

域
振
興
と
い
う
目
的
と
と
も
に
、
自

治
組
織
の
立
ち
上
げ
、
未
加
入
世
帯

の
解
消
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
た
も

の
で
す
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。
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飯田東山自然園　地域住民による補修

●
陳
情
第
８
号　
県
へ
「
子
ど
も
・

障
が
い
者
等
の
医
療
費
窓
口
無
料

化
」
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

書

各
地
区
と
も
用
地
を
借
り
て
施
設
を

作
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
ご
み
は

自
分
た
ち
で
片
付
け
る
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。

○�

趣
旨
的
に
は
理
解
で
き
る
。
八
方

地
区
等
に
も
集
積
場
を
作
っ
て
い

た
だ
く
の
も
大
事
な
の
で
趣
旨
採

択
で
ど
う
か
。

○�

趣
旨
採
択
と
思
う
。
積
替
所
は
必

要
で
あ
る
が
、
用
地
あ
り
き
で
は

な
い
と
思
う
。

意
見

討
論

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
、
趣
旨

採
択
に
す
べ
き
も
の
と
決
定

▽�

委
員
少
数
の
賛
成
に
よ
り
否
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

長
野
地
方
裁
判
所
各
支
部
に
お
い

て
、
労
働
審
判
事
件
の
取
扱
い
を
開

始
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
裁
判
官

及
び
裁
判
所
職
員
の
増
員
並
び
に
施

設
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

●
陳
情
第
６
号　
長
野
地
方
裁
判
所

支
部
に
お
け
る
労
働
審
判
の
開
設
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
書

●
陳
情
第
７
号　
美
し
い
白
馬
村
の

環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
積
極
的
な

ご
み
処
理
行
政
の
推
進
を
求
め
る
陳

情
書 落

で
は
一
刻
を
争
う
課
題
で
あ

る
。

○�

２
５
０
０
万
円
は
賛
成
。
マ
イ
マ

イ
ガ
も
そ
う
だ
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

要
望
も
多
い
。
３
月
の
議
会
で
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
陳
情
を
採
択

し
て
お
り
、
別
の
方
法
を
考
え
て

出
て
き
た
事
で
あ
る
。
地
区
懇
談

会
か
ら
の
要
望
も
精
査
さ
れ
て
い

る
と
思
う
。
こ
こ
で
予
算
を
つ
け

て
お
け
ば
夏
ご
ろ
に
は
事
業
が
出

て
く
る
し
、
２
年
間
有
効
な
の
で

充
分
効
果
が
あ
る
と
思
う
。

ご
み
処
理
行
政
の
体
制
充
実
と
、

詰
め
替
え
所
設
置
な
ど
を
検
討
さ
れ

た
い
。

問答
【
住
民
課
長
】
集
積
場
は
52

か
所
。
八
方
は
無
し
、
和
田

村
の
集
積
場
の
数
と
、
陳
情

を
出
し
た
４
地
区
の
設
置
状

野
は
無
い
が
リ
サ
イ
ク
ル
収
集
を
屋

外
で
行
っ
て
い
る
。
八
方
口
、
山
麓

は
集
積
場
が
あ
る
。

況
は
。

健
康
福
祉
課
関
係

○�
地
域
づ
く
り
事
業
等
補
助
金

２
５
０
０
万
円
は
、
唐
突
で
も
あ

り
、
内
容
が
固
ま
っ
て
い
な
い
部

分
も
あ
る
。
地
域
づ
く
り
と
い
う

観
点
か
ら
は
要
旨
は
理
解
で
き
る

が
、
も
う
少
し
先
で
も
よ
ろ
し
い

の
で
な
い
か
。
マ
イ
マ
イ
ガ
は
喫

緊
の
課
題
な
の
で
、
そ
の
分
を
残

し
２
２
０
０
万
円
を
外
し
た
中
で

の
審
議
で
い
か
が
か
と
思
う
。

○�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
と
同
じ
効
果
が

出
る
か
、
地
域
活
性
化
に
な
る
か

は
疑
問
で
あ
る
。
い
き
な
り
出
て

き
た
大
き
な
補
正
は
疑
問
で
あ

り
、
も
う
す
こ
し
地
域
で
話
し

合
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
。

○�

ど
の
集
落
も
街
灯
の
電
気
料
が
か

な
り
か
か
っ
て
お
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
望
ん
で
い
る
。
小
集
落
や
未
加

入
者
対
策
な
ど
喫
緊
の
課
題
で
、

防
犯
灯
の
負
担
な
ど
は
小
さ
い
集

反
対
討
論

賛
成
討
論

が
ん
検
診
委
託
料
は
未
受
診
者
分

の
２
１
７
万
３
千
円
の
増
額
。

地
域
づ
く
り
事
業
等
補
助
金

２
５
０
０
万
円
の
増
額
。
マ
イ
マ
イ
ガ

対
策
に
追
加
で
３
０
０
万
円
。
地
域

活
性
化
対
策
２
２
０
０
万
円
で
、
地

域
活
性
化
と
経
済
活
性
化
を
狙
う
。

村
内
事
業
者
に
発
注
を
対
象
と
す
る
。

基
本
額
は
１
地
区
50
万
円
、
追
加
と

し
て
人
口
割
額
で
算
出
し
、
50
万
円

～
１
３
０
万
円
く
ら
い
の
幅
に
な
る
。

26
、
27
年
度
の
ど
ち
ら
か
１
回
と
す

る
も
の
。

問

問

答

答

な
に
か
経
済
対
策
を
し
な
け

れ
ば
と
の
考
え
は
あ
っ
た
。

一
番
要
望
の
多
い
街
灯
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
、
公
民
館
な
ど
地
域
の

な
ぜ
補
正
予
算
計
上
な
の

か
。

想
定
し
て
い
る
具
体
的
な
内

容
は
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
の
で
廃
止
し
た
が
、
な
に
か

違
う
事
が
で
き
な
い
か
検
討
し
た
結

果
で
あ
る
。
地
域
振
興
券
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
反
省
か
ら
こ
の
よ

う
な
事
業
と
し
た
。

公
共
施
設
の
修
繕
や
水
路
整
備
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

総
務
課
関
係

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
５
８
１
万
３
千
円
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
そ
れ
ぞ
れ

48
億
７
７
０
８
万
７
千
円
と
す
る
も

の ●
議
案
第
36
号　
平
成
26
年
度
白
馬

村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て
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オリンピックメモリアルスペース内覧会

●
陳
情
第
９
号　
子
ど
も
・
障
が
い

者
等
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情
書

陳
情
第
８
号
、
第
９
号
は
同
一
趣

旨
の
た
め
、
一
括
議
題
と
し
て
審
議
。

医
療
費
を
窓
口
で
支
払
わ
な
く
て

済
む
窓
口
無
料
化
を
求
め
る
意
見
書

を
県
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

村
が
所
有
す
る
商
標
権
の
「
白
馬

マ
イ
ス
タ
ー
」
及
び
「
花
三
昧
」
を
、

白
馬
村
観
光
局
に
無
償
譲
渡
す
る
も

の
。

克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
は
、
特

別
豪
雪
地
帯
の
市
町
村
が
実
施
す
る

克
雪
事
業
へ
県
が
補
助
す
る
も
の
で
、

屋
根
雪
を
融
雪
す
る
方
法
が
補
助
対

象
と
な
る
も
の
で
、
１
軒
分
60
万
円

を
増
額
。

親
海
湿
原
木
道
回
収
事
業
が
、
県

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
の
対
象

事
業
に
内
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
財

源
補
正
。

北
ア
ル
プ
ス
３
市
村
観
光
連
絡
会

負
担
金
と
し
て
１
５
０
万
円
、
北
ア

ル
プ
ス
山
麓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
負
担
金
50
万
円
を
増
額
。

日
・
英
・
中
・
韓
・
露
語
の
５
か
国

語
で
の
外
国
人
向
け
チ
ラ
シ
作
成
事

業
が
、
県
元
気
づ
く
り
支
援
金
対
象

事
業
に
な
っ
た
た
め
、
１
１
１
万
７
千

円
の
増
額
。

奈
良
井
有
効
利
用
整
備
事
業
の

代
替
地
希
望
者
に
か
か
る
事
務
手

数
料
27
万
５
千
円
、
用
地
購
入
費
に

25
万
２
千
円
の
増
額
。
県
の
土
地
改

良
補
完
事
業
費
増
額
に
伴
う
村
負
担

問

問

問問

問問 問問

答

答

答答

答答答答

【
住
民
課
長
】
国
庫
負
担
が

減
る
事
と
、
医
療
機
関
の
窓

商
標
権
は
現
在
２
件
の
み
。

今
後
、
白
馬
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

一
部
繰
越
部
分
を
除
き
、
全

て
用
地
購
入
は
終
了
。
全
体

融
雪
以
外
は
対
象
に
な
ら
な

い
。

情
報
発
信
は
実
行
委
員
会
、

企
画
販
売
は
各
市
町
村
が
お

維
持
補
修
な
ど
は
佐
野
坂
観

光
協
会
に
原
材
料
を
支
給
し

元
気
づ
く
り
支
援
金
が
採

択
に
な
る
か
分
か
ら
な
い

で
き
る
な
ら
ば
、
当
初
か
ら

計
上
す
る
こ
と
も
大
事
で
あ

長
野
県
が
現
物
給
付
を
し
な

い
理
由
は
。

商
標
権
の
件
数
は
。

奈
良
井
の
用
地
購
入
状
況

は
。

克
雪
住
宅
普
及
事
業
の
対
象

方
法
は
。

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
の
事
業
計
画

県
の
支
援
金
を
観
光
予
算
計

上
し
て
い
る
部
分
が
多
く
あ

親
海
湿
原
木
道
の
維
持
管
理

は
。

起
債
を
や
め
て
一
般
財
源
に

振
り
替
え
た
理
由
は
。

口
が
煩
雑
に
な
る
事
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

ラ
ク
タ
ー
の
商
標
登
録
を
す
る
予
定
。

で
は
約
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
取
得
。

○�

窓
口
無
料
化
は
理
想
的
で
あ
り
、

他
の
県
も
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ

て
い
る
の
で
県
に
働
き
か
け
て
い

く
事
も
大
切
だ
と
思
う
。
長
野
県

も
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
趣
旨
採

択
が
妥
当
か
と
思
う
。

○�

他
県
に
比
べ
て
長
野
県
は
遅
れ
て

い
る
。
少
子
化
対
策
も
考
慮
し
、

生
活
弱
者
対
策
は
重
視
す
べ
き
で

あ
る
の
で
採
択

討
論

▽�
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
趣
旨
採

択
に
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●
議
案
第
31
号　
財
産
の
譲
渡
に
つ

い
て

●
議
案
第
35
号　
白
馬
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
館
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に

つ
い
て

●
議
案
第
36
号　
平
成
26
年
度
白
馬

村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

農
政
課
関
係

建
設
課
関
係

観
光
課
関
係

は
。

る
が
、
必
要
な
事
業
な
ら
ば
当
初
か

ら
計
上
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

こ
な
う
も
の
で
、
観
光
局
が
担
当
す

る
。
親
子
向
け
の
ツ
ア
ー
な
ど
を
企

画
し
て
い
る
。

て
修
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

の
で
、
支
援
金
が
付
い
た
ら
起
債
を

止
め
る
と
い
う
当
初
か
ら
の
考
え
で

あ
っ
た
。

る
と
は
思
っ
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
館
は
閉
館
と

な
る
た
め
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

産
業
経
済
委
員
長
報
告

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
山

歩
き
の
デ
ザ
イ
ン
の
着
ぐ
る
み
制

作
費
（
約
70
万
円
）
と
、
ピ
ン
バ
ッ

ジ
５
０
０
０
個
の
制
作
費
に
合
計

１
２
７
万
２
千
円
の
増
額
。

金
の
増
額
と
し
て
12
万
５
千
円
を
増

額
。
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●議案第 36号　平成 26 年度白馬村一般会計補正予算（第２号）修正案

一般会計補正予算について、白熱した討論が展開

【松本喜美人議員】
　地域づくり事業等補助金2500万円のうち、29行政区
の課題解消2200万円については、昨年度地域役員懇談
会で27地区から多様な要望が出され、今年度すでに21
地区から地域活性化防犯灯整備、害虫駆除事業等の地域
づくり事業申請がある。補正予算成立で地域づくり事業
の拡充が図られ課題解決に大きく貢献する。事業発注は
原則、村内事業者に限られ、景気刺激策としても有効。
各行政区の区長や村民から、おおいに有効活用したいと
の意見がある。私は議員として、いつも村民目線で審議
し、村民益に係わる事業を積極的に推進すべきと考える。

【津滝俊幸議員】
　補助金について、26年度の当初予算になぜ計上しな
かったという質問に、明確な答えはない。要綱が決まっ
ていないので、対応できる事業と対応できない事業の
住み分けができていない。大型補正予算なので、地域
の要望の具体的事例を挙げて、丁寧な説明をするべき
である。３月議会において、リフォーム補助金の陳情
書が採択され、喫緊の課題としては、それから事業化
すべきと考える。陳情内容や趣旨は充分理解できるが、
行政側は、内容をしっかり整理し、要綱案をまとめ、
その時点で再度議案を上程してもらいたい。

【北澤禎二郎議員】
　地区役員懇談会での要望を討議し、景気回復の一助に
なればとの思いからと理解する。区長経験者として、事
業に協力する区民の思いを痛いほど理解している。予算
が無いため新事業ができない状況で、区費の値上げはと
てもお願いできず、事業推進に支障をきたすほど逼迫し
ている。何回も課長会議で検討され、リフォーム補助金
に替え、各区が計画する事業に利用できるものは最善の
策と思われる。皆が行政区に入り、全員が一体となって
事業推進に発展できることこそ地方政治の原点と考える。

【伊藤まゆみ議員】
　経済対策としてのリフォーム補助金の代わりになるも
のと言うならば、リフォームに特化した事業であるべき
と考える。目標、ゴールを明確にし、どこに向かってい
る事業なのかが村民にわかる継続性のある事業であるべ
きで、原案では、目的や着地点が曖昧で場当たり的で計
画性が無いと指摘されてもしかたない。地方分権の時代
と言われ、今後は中央から切り離される時代が遅かれ早
かれやってくる。その時に備え、今から何が必要である
か見極め、精査していく事が行政執行部に求められる。

【太田伸子議員】
　リフォーム補助金は昨年の事業評価で、一定の成果で廃止
という評価が付いたことなどから、経済対策として区の地域
づくりに対する補助事業である。４月に区の役員が変わり、
事業を計画しているこの時期の補助金は、限られた予算を繰
り回す役員にはとてもありがたいものである。平成25年度
の決算の目途もつき、６月定例会で補正がつけば、事業が７
月、８月から行われ、今年の経済対策や活性化にもつながる。
９月定例会での補正では、事業が雪の時期になるので遅すぎ
る。地域にとっても、村民益を考えても是非可決すべき。

【加藤亮輔議員】
　補正予算とは、当初予算に計上できない自然災害や、
新たな交付金などが明示されたなど、突発な事業を実
施したい時に提案するもの。今回は、予算編成の根幹
である福祉教育に次ぐ、住民生活に直結する地域整備
や補修の予算であるが、このような重要な予算を当初
予算に組み込まず、引き伸ばして突然補正で処理する
財政運営は総計予算主義の原則をも無視している。要
綱もなく、内容も曖昧な状態で提出されている。議員
の職責であるチェックするという責任が果たせない。

【篠﨑久美子議員】
　地域づくりなら、当初予算計上の方がよい。総計予算主
義の原則からも、想定する事業は年度当初計上するよう再
考を促したい。議員の理解が深まらなかった背景は、議会
上層部の調整役としての役目が充分に果たされなかったの
では。ともに反省し議会運営に反映させるべき。しかし、
成立が遅れると今年度の地域づくりへの反映が難しくなる
こと、現在のコミュニティ推進事業で消化しきれない住民
の強い要望が背景にあることを最大の理由として、目的と
する経済波及効果のために、より効果的な運用について、
さらに論議を深めてから実施する事を要望して賛成する。

【太田正治議員】
　本来なら平成26年度当初予算に反映すべきと思う。
４月当初の区長会で、この問題を再度話していない。
行政側から提案をし、各地区の意見を集約してからで
も遅くはない問題だと思う。21地区要望というような
話もあるが、全村を対象であるならば、各地区の要望
を聞いてからの問題であると考える。

【田中榮一議員】
　村づくりは、住民と行政がともに協力し構築していくもの
と考える。29行政区の皆さんは区長を先頭に、多額に上る街
灯費捻出など、悩みを抱えながら日々地域づくりに励んでい
る。これは、地域役員懇談会での要望書などから明らかである。
地域の諸問題は、行政だけでは解決できない。地域住民が自
らの判断と責任において取り組んでいくためにも、この補助
金は極めて大事なもので、絶対に修正出来ないものである。

【太谷正治議員】
　補助金は、7月の村長選挙目前の対策としか思えない。
なぜ3月議会の当初予算で、そんなに重要な予算が出て
こなかったのか、非常に不愉快極まりない。自己財源
の取り崩しということだが、もう少し先行きの事を考え
てもらいたい。9月議会、臨時議会でも対応できると思
う。新聞等で知った村民は期待感を持って、我々議員
に訴えているが、それ以前に行政の対応が必要だと思う。
目当てはなんでもありという資金であり、村民の事を
考えるならば、目標をもったもので出してもらいたい。

　コミュニティ事業の２５００万円を３００万円に変更するものです。

原案に賛成 修正案に賛成

説明 【太田　修議員】
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地域住民による作業

●
議
案
第
36
号　
平
成
26
年
度
白
馬

村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

再
議　
提
案

●
発
議
第
４
号　
議
案
第
36
号　
平

成
26
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
の
付
帯
決
議

●
議
案
第
36
号　
平
成
26
年
度
白
馬

村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

再
議　
質
疑

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い

て
修
正
可
決
さ
れ
た
議
案
第
36
号
平

成
26
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
、
次
の
理
由

に
よ
り
異
議
が
あ
る
た
め
地
方
自
治

法
第
１
６
７
条
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
再
議
に
付
す
る
。

【
太
田
紘
熙
村
長
】

地
域
づ
く
り
事
業
等
補
助
金
の

２
２
０
０
万
円
を
減
額
す
る
こ
と
は
、

以
下
の
点
に
お
い
て
疑
義
が
あ
る
。

本
村
に
は
現
在
29
地
区
の
行
政
区
が

あ
り
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
や

行
政
区
へ
の
未
加
入
問
題
な
ど
の
難

題
を
抱
え
る
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域

の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
住
民
相

互
の
協
力
、
相
違
工
夫
に
よ
り
、
よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
む
け
て
様
々

な
取
り
組
み
を
行
い
、
村
の
事
業
等

に
も
参
加
、
協
力
を
頂
い
て
い
る
。

平
成
25
年
10
月
15
日
か
ら
11
月
14
日

に
か
け
て
、
村
内
10
カ
所
の
公
民
館

等
に
出
向
い
て
行
っ
た
地
域
役
員
懇

談
会
で
水
路
、
道
路
改
修
、
消
火
栓

の
新
設
、
防
犯
灯
の
設
置
や
街
路
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
地
区
公
民
科
の
修
繕

等
の
多
種
多
様
な
要
望
を
頂
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
要
望
は
厳
し
い
村
の

理
由

財
政
状
況
の
中
か
ら
、
ま
た
、
従
来

の
補
助
金
で
は
補
助
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
り
、
補
助
金
交
付
限
度
額
等

の
制
約
に
よ
り
、
す
べ
て
の
要
望
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
今

回
計
上
し
た
地
域
づ
く
り
の
事
業
補

助
金
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
地
域
の

要
望
に
応
え
る
べ
く
行
政
区
が
抱
え

る
地
域
の
様
々
な
課
題
等
の
解
決
に

役
立
て
て
も
ら
い
、
少
し
で
も
地
域

が
元
気
に
な
り
、
地
域
生
活
及
び
地

域
経
済
双
方
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
村
民
か
ら
選

ば
れ
た
議
員
に
お
い
て
も
、
地
域
の

課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
は
同
じ
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
予

算
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
地
域
づ

く
り
事
業
補
助
金
予
算
の
削
減
に
対

し
、
再
議
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

問問

問 問問

問 答答

答答 答

答
【
村
長
】
国
の
経
済
状
況
が

大
変
厳
し
い
中
で
、
村
と
し

【
副
村
長
】条
例
規
則
を
作
っ

て
い
く
段
階
と
し
て
予
算
の

【
村
長
】
今
年
だ
け
特
別
な

方
法
を
と
っ
た
と
い
う
よ
う

【
村
長
】
地
域
の
皆
さ
ん
に

と
い
う
思
い
で
や
っ
て
き
ま

【
副
村
長
】
地
域
の
皆
さ
ん

が
自
主
的
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

【
村
長
】
そ
の
と
お
り
で
す
。

【
加
藤
亮
輔
議
員
】
重
要
な

予
算
な
ら
、
な
ぜ
当
初
予
算

【
加
藤
亮
輔
】
再
議
を
か
け
、

原
案
が
否
決
さ
れ
た
ら
、
補

【
太
田
修
議
員
】
村
民
か
ら

は
、
選
挙
戦
を
有
利
に
す
る

【
太
谷
正
治
議
員
】
毎
年
の

地
区
役
員
懇
談
会
の
要
望
が

【
太
田
修
議
員
】
こ
の
予
算

は
ど
の
よ
う
に
使
え
る
の

【
津
滝
俊
幸
議
員
】
議
会
に
上

程
す
る
前
に
法
規
審
査
会
に
あ

て
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
変
わ
る
も

の
が
な
い
か
と
当
初
か
ら
考
え
て
い

ま
し
た
。
検
討
す
る
時
間
的
な
事
も

必
要
だ
っ
た
こ
と
か
ら
延
び
た
訳
で
、

臨
時
会
で
は
な
く
、
定
例
会
で
ご
理

解
を
頂
き
た
い
と
い
う
意
味
で
６
月

の
上
程
と
な
り
ま
し
た
。

成
立
の
見
込
み
が
あ
る
時
に
と
い
う

枠
組
み
が
あ
る
の
で
、
法
規
審
査
に

は
正
式
な
案
と
し
て
提
示
で
き
ま
せ

ん
。
補
助
概
要
の
骨
格
は
決
ま
っ
て

お
り
、
施
行
に
支
障
の
無
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
整
備
し
ま
す
。

な
認
識
で
は
な
く
、
純
粋
に
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
取

り
組
ん
だ
と
い
う
事
で
、
地
域
役
員

懇
談
会
の
事
業
だ
け
に
こ
だ
わ
っ
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
。
降
っ
て
わ
い
た
と
い
う
よ
う

な
話
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

テ
ィ
の
中
で
決
め
て
い
た
だ
き
、様
々

な
事
業
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

で
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
の
か
。

正
予
算
全
て
が
否
決
さ
れ
る
可
能
性

が
充
分
考
え
ら
れ
る
。
責
任
を
感
じ

な
が
ら
再
議
を
出
し
た
の
か
。

た
め
の
権
限
の
私
物
化
で
は
な
い

か
、
そ
の
反
面
、
期
待
し
て
い
る
意

見
も
あ
る
。
こ
の
時
期
で
は
な
く
、

必
要
で
あ
れ
ば
臨
時
議
会
で
提
案
す

べ
き
で
は
。

汲
み
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

今
年
だ
け
突
然
で
は
な
い
か
。

か
。

げ
て
要
綱
を
整
備
し
な
か
っ
た
の
か
。

地
域
が
自
主
的
に
課
題
解
決
に
取

り
組
む
こ
と
を
補
助
す
る
と
い
う
事

業
の
趣
旨
、
目
的
は
理
解
で
き
る
も

の
の
、
こ
う
い
っ
た
重
要
な
施
策
は
総

計
予
算
主
義
に
則
り
当
初
予
算
計
上

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
よ

う
な
行
政
執
行
部
側
の
提
案
説
明
は

不
十
分
で
あ
る
事
は
否
め
ま
せ
ん
。

今
回
、
マ
イ
マ
イ
ガ
対
策
や
地
域

づ
く
り
事
業
は
議
会
と
し
て
も
重
要

性
は
充
分
認
識
し
て
お
り
、
補
正
予

算
案
に
つ
い
て
は
可
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の

事
項
に
十
分
留
意
し
て
取
り
組
む
よ

う
、
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

記
１�

地
域
づ
く
り
事
業
の
補
助
要
綱
等

を
早
急
に
作
成
し
、
議
会
に
対
し

て
説
明
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

２�

今
後
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
、

議
会
と
の
連
絡
を
怠
ら
ず
事
業
を

計
画
立
案
し
て
い
た
だ
く
事
を
求

め
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
26
年
６
月
19
日

白　

馬　

村　

議　

会

▼�

質
疑
な
し
、
討
論
な
し

　
賛
成
多
数
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件　　　　　　　　名 議決結果

平成２５年度白馬村一般会計繰越明許費繰越計算書について [報告事項]

平成２５年白馬村下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書について [報告事項]

平成２５年度白馬村一般会計補正予算（第８号）の専決処分報告について

承認
（賛成：全員）

平成２５年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）の専決処分報告について

平成２５年度白馬村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の専決処分報告について

平成２５年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第６号）の専決処分報告について

平成２５年度白馬村農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）の専決処分報告について

財産の譲渡について

可決（賛成全員）

白馬村税条例の一部を改正する条例について

白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

白馬村非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例について

白馬村オリンピック記念館条例を廃止する条例について

平成２６年度白馬村一般会計補正予算（第２号）
賛成多数により可決

（反対：加藤、太田ま、伊藤、
太田お、太谷）

追加議案

議案第３６号　白馬村一般会計補正予算（第２号）の修正案
再議により否決

（反対：松本、太田、篠崎、田中、
北澤、横田）

議案第３６号　白馬村一般会計補正予算（第２号）の付帯決議
可決

（反対：加藤、伊藤、松本、
太田の）

工事請負契約の締結について 可決（反対：加藤）

白馬村農業員会委員の推薦について

可決（賛成全員）

白馬村農業員会委員の推薦について

白馬村農業員会委員の推薦について

長野地方裁判所支部における労働審判の開設を求める意見書

子ども、障がい者等の医療費窓口無料化を求める意見書

提出者 住所 要　　旨 付託委員会 審査結果

長野県弁護士会
会長　田下佳代 長野市 「長野地方裁判所支部における労働審判の開設

を求める意見書」の提出を求める陳情書
総務社会
委員会

採　択
（賛成全員）

八方区長　丸山勇太郎　八方口区長　
太田勝巳　和田野区長　太谷敏彦　
山麓区長　萩原俊樹

白馬村 美しい白馬村の環境を維持するための積極的な
ごみ処理行政の推進を求める陳情書

総務社会
委員会

趣旨採択
（賛成全員）

新日本婦人の会長野県本部白馬支部
代表　長島かよ子 白馬村 県へ「子ども・障がい者等の医療費窓口無料化」

の意見書提出を求める陳情書
総務社会
委員会

趣旨採択
（賛成全員）

大北生活と健康を守る会
会長　太田鉄三 大町市 子ども・障がい者等の医療費窓口無料化を求め

る意見書提出についての陳情書
総務社会
委員会

趣旨採択
（賛成全員）

● ６ 月 定 例 会 　 議 決 結 果 ●

● 陳 情 等 文 書 ●
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村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

一般質問（紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

白馬岳開山祭　登山者の安全を願って

富山県朝日町議会からの視察を受け入れ青鬼地区住民より説明をうける
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答 問問

問問

問

問

問

問

問 村
長

副
村
長

村
長

村
長

村
長

答

村
長

村
長

割引券は役場総合窓口で発売されるようになりました

若
者
や
家
族
持
ち
の
方
が
安

定
し
て
働
け
る
雇
用
の
受
け

地
域
少
子
化
対
策
強
化
交
付

金
は
危
機
的
な
少
子
化
問
題

第
４
条
関
係
３
件
、
第
５
条

関
係
で
は
外
国
人
１
件
を
含

村
は
平
成
５
年
に
長
野
県
景

観
条
例
に
規
定
さ
れ
た
「
景

観
光
を
経
済
基
盤
と
す
る
村

に
と
っ
て
、
開
発
は
切
り
離

地
区
担
当
の
農
業
委
員
と

事
務
局
の
農
政
課
職
員
が

未
就
学
児
は
、
本
年
４
月
よ

り
新
た
な
児
童
福
祉
対
策
と

通
勤
圏
拡
大
に
向
け
た
割
引
券
の
考
え
は

長
野
線
中
条
ト
ン
ネ
ル
割
引
券
を
検
討

太田修議員

【
人
口
確
保
と
活
性
化
策

に
つ
い
て
】

【
景
観
形
成
・
環
境
保
全
等

に
つ
い
て
】

人
口
確
保
策
は
。

国
が
進
め
る
新
少
子
化
対
策

の
検
討
は
。

農
地
法
第
４
条
（
農
地
転

用
）・
第
５
条
（
所
有
権
の

白
馬
村
景
観
形
成
重
点
地
域

指
導
基
準
の
指
導
と
新
築
及

開
発
と
環
境
保
全
・
景
観
形

成
に
対
す
る
村
の
考
え
は
。

申
請
地
の
現
地
確
認
や
調

査
及
び
巡
回
数
は
。

訪
問
支
援
や
相
談
窓
口
等
の

充
実
は
。

皿
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
人
口
確
保

策
の
鍵
は
通
年
雇
用
の
場
の
創
出
が

必
要
で
、
宿
泊
施
設
や
観
光
関
係
事

業
者
が
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
な
ど

に
つ
な
が
る
施
策
の
研
究
・
検
討
を

行
い
ま
す
。

に
対
応
す
る
た
め
、結
婚
か
ら
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
を
一
貫
し
た
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
も
の
で
、
広
範

囲
な
事
業
で
あ
り
困
難
と
判
断
し
ま

し
た
。
今
後
、
新
た
な
少
子
化
対
策

へ
の
補
助
制
度
の
可
能
性
も
高
い
と

考
え
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

む
11
件
で
す
。

観
形
成
重
点
地
域
」の
指
定
を
受
け
、

白
馬
村
景
観
形
成
重
点
地
域
指
導
基

準
を
策
定
し
ま
し
た
。
一
定
規
模
以

上
の
建
築
物
や
工
作
物
を
建
て
る
際

に
、
建
築
面
積
や
高
さ
、
隣
地
や
道

路
か
ら
の
後
退
距
離
な
ど
の
基
準
を

定
め
た
趣
旨
に
沿
い
、
村
の
貴
重
な

せ
な
い
問
題
で
あ
り
、
環
境
条
例
や

開
発
指
導
要
綱
等
に
基
づ
き
、
無
秩

序
な
開
発
防
止
に
努
め
、
景
観
や
自

然
環
境
と
調
和
し
た
開
発
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

申
請
地
の
状
況
確
認
を
行
い
、地
方

事
務
所
農
政
課
と
事
前
に
協
議
を

し
て
い
ま
す
。巡
回
は
年
１
回
の
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
農
政
課
に
よ
る

経
営
所
得
安
定
対
策
業
務
の
な
か
で
、

村
内
一
円
の
農
地
を
巡
回
し
確
認
・

調
査
を
し
て
い
ま
す
。

し
て
体
制
を
整
備
し
、「
子
育
て
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
行
っ
て
い
ま

す
。相
談
業
務
は
子
育
て
の
悩
み
や
、

内
容
に
よ
り
教
育
相
談
、
専
門
職
員

を
交
え
た
個
別
支
援
等
を
行
い
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
相

談
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
村

民
割
引
券
を
検
討
中
で
す
。

通
勤
圏
拡
大
に
向
け
た
長
野

市
中
条
の
有
料
ト
ン
ネ
ル
割

引
の
検
討
は
。

び
既
存
施
設
の
改
修
等
へ
の
指
導
は
。

加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
村
の
景
観

保
護
・
育
成
に
粘
り
強
く
指
導
を
し

て
い
ま
す
。

財
産
で
あ
る
山
岳
・
自
然
景
観
に
建

築
物
を
調
和
さ
せ
る
目
的
で
指
導
・

助
言
し
て
い
ま
す
。

　

新
築
の
際
は
設
計
段
階
で
の
相
談

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
条
例

に
基
づ
く
事
前
届
出
時
は
、
基
準
に

適
合
す
る
か
を
含
め
指
導
し
て
い
ま

す
。
既
存
建
物
の
増
改
築
は
床
面
積

20
㎡
以
上
で
、
屋
根
、
外
壁
面
積
25

㎡
を
越
え
る
際
に
基
準
に
基
づ
き
指

導
・
助
言
を
し
ま
す
。
一
部
に
は
理

解
を
い
た
だ
け
な
い
ケ
ー
ス
や
、
最

近
は
外
国
人
に
よ
る
申
請
件
数
も
増

移
転
等
及
び
農
地
転
用
）
申
請
件
数

と
外
国
人
申
請
件
数
は
。
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答 問問問

問問

問

問

問

問

問 問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

災害に備えて消防ポンプ操法を研鑽（消防団）

地
区
防
災
計
画
と
し
て
村
防

災
計
画
に
規
定
す
る
方
法

26
地
区
の
組
織
ご
と
に
避
難

訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
な
ど

「
長
野
県
市
町
村
災
害
時
相

互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
て

地
域
防
災
計
画
見
直
し
後
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

高
規
格
道
路
は
地
図
上
で
は

ル
ー
ト
策
定
可
能
で
あ
り
、

庁
内
で
連
携
の
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
Ｉ
Ｔ
を
活

本
年
度
中
に
庁
内
内
部
評
価

を
実
施
後
、
新
た
な
策
定
委

「
長
野
県
砂
防
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」の
Ｈ
Ｐ
情
報
か
ら
、

ア
ナ
ロ
グ
使
用
期
限
は
平
成

28
年
５
月
末
で
、
そ
の
後
デ

昨
年
、
姫
川
砂
防
事
務
所
と

合
同
で
一
部
の
メ
ン
バ
ー
で

地
域
防
災
計
画
見
直
し
は
毎
年
し
て
い
る
か

平
成
17
年
度
見
直
し
後
、修
正
し
て
い
な
い

津滝俊幸議員

【
防
災
に
つ
い
て
】

【
道
路
網
整
備
や
大
糸
線

に
つ
い
て
】

【
第
４
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
】

【
ヤ
フ
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
】

災
害
対
策
法
改
正
で
４
月
に

「
地
区
防
災
計
画
制
度
」
が

各
地
区
自
主
防
災
組
織
は
、

有
事
の
際
に
は
機
能
す
る

災
害
時
の
連
携
体
制
は
。

地
域
防
災
計
画
の
周
知
は
。

地
域
高
規
格
道
路
の
村
内

ル
ー
ト
の
早
期
決
定
と
、
主

連
携
内
容
と
進
捗
状
況
は
。

第
４
次
総
合
計
画
の
精
査
や

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
準

土
砂
災
害
等
の
避
難
勧
告
の

判
断
は
。

消
防
団
無
線
は
免
許
期
限
後

に
デ
ジ
タ
ル
化
が
義
務
付
け

職
員
の
防
災
計
画
に
基
づ
く

訓
練
は
。

と
、
地
区
居
住
者
等
が
地
区
防
災
計

画
の
素
案
を
防
災
会
議
に
提
案
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
村
防
災
会

議
で
検
討
し
て
も
ら
い
ま
す
。

実
施
し
て
い
ま
す
。
未
設
置
地
区
に

は
、
結
成
を
働
き
か
け
ま
す
。
村
自

主
防
災
組
織
防
災
資
機
材
購
入
費
補

お
り
、
被
災
市
町
村
へ
の
応
援
活
動

や
本
村
が
被
災
し
た
場
合
の
応
援
支

援
を
受
け
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。
県
は
12
の
生
活
衛
生
同
業
組
合

と
支
援
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
。

て
公
表
し
、
周
知
に
努
め
ま
す
。

県
へ
提
示
で
き
る
原
々
案
を
村
期
成

同
盟
会
に
検
討
さ
せ
た
い
と
考
え
ま

す
。
騒
音
は
そ
の
旨
を
要
望
し
て
い

き
た
い
で
す
。
大
糸
線
に
つ
い
て
は

「
大
糸
線
利
用
促
進
輸
送
強
化
期
成

同
盟
会
」
を
中
心
と
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
へ
要
望
し
ま
し
た
。

員
会
に
よ
る
客
観
的
評
価
を
経
て
、

未
達
成
要
因
を
分
析
し
、
第
５
次
総

合
計
画
へ
反
映
し
た
い
で
す
。
今

後
、
計
画
審
議
委
員
公
募
、
年
末
に

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
予
定

で
す
。

降
雨
量
や
斜
面
崩
壊
の
前
兆
現
象
な

ど
を
総
合
判
断
し
危
険
と
判
断
し
た

場
合
、
避
難
勧
告
発
令
し
ま
す
。

ジ
タ
ル
化
へ
移
行
、
デ
ジ
タ
ル
無
線

機
は
一
基
約
50
万
円
と
高
価
で
厳
重

保
管
が
必
要
な
の
で
、
所
有
台
数
を

減
ら
し
、
不
足
分
は
特
定
小
電
力
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
補
っ
て
い
き
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
災
害

対
応
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し

た
。

要
道
路
の
渋
滞
緩
和
対
策
や
夜
間
騒

音
対
策
、
乗
降
客
が
減
少
し
て
い
る

大
糸
線
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
へ
の

要
望
や
実
情
は
。

備
は
。

新
設
さ
れ
た
が
、
村
の
整
備
状
況
及

び
進
捗
状
況
は
。

か
。
未
設
置
地
区
へ
の
対
応
は
。
ま

た
、装
備
や
、観
光
客
へ
の
対
応
は
。

だ
が
、
基
本
方
針
は
。

用
し
た
観
光
事
業
、
教
育
支
援
、
販

売
事
業
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。
具
体

的
内
容
は
今
後
詰
め
て
い
き
ま
す
。

助
金
を
、
既
に
限
度
回
数
に
達
し
て

い
る
組
織
へ
も
交
付
し
て
い
き
ま

す
。
観
光
客
対
応
は
、
道
路
標
識
や

案
内
看
板
の
整
備
、
収
容
施
設
の
検

討
、
観
光
客
を
交
え
た
防
災
訓
練
の

実
施
を
進
め
た
い
で
す
。
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答 問問

問問問

問問

村
長

村
長

村
長

村
長

教
育
長

村
長

多くのオリンピック選手を輩出した白馬高校

卒
業
生
が
白
馬
村
・
小
谷

村
に
就
職
・
勤
務
さ
れ
現

現
在
、
県
教
育
委
員
会
の

高
校
再
編
基
準
に
抵
触
し

県
教
育
委
員
会
の
伊
藤
教

育
長
か
ら
、
白
馬
村
・
小

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
成

功
と
、
冬
季
観
光
を
中
心

ス
キ
ー
を
し
て
い
る
生
徒

の
進
学
率
は
高
い
が
、
ス

県
教
育
委
員
会
と
一
体
と

な
っ
て
白
馬
高
校
存
続
に

白
馬
高
校
の
来
年
度
の
募
集
は

１
学
年
２
ク
ラ
ス
の
募
集
を
要
望

太田伸子議員

【
白
馬
高
校
存
続
に
つ
い
て
】

地
域
高
校
と
し
て
白
馬
高

校
の
存
在
す
る
重
要
性
は
。

来
年
度
の
募
集
に
つ
い

て
、
今
後
の
見
通
し
は
。

県
教
育
委
員
会
の
と
の
話

し
合
い
は
。

ど
の
よ
う
な
高
校
に
し
て

い
く
考
え
か
。

白
馬
高
校
が
、
地
元
の
中

学
生
か
ら
評
価
さ
れ
て
い

高
校
再
編
基
準
に
抵
触
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

在
ま
で
地
域
を
け
ん
引
さ
れ
て
い

ま
す
。
高
校
の
建
物
が
無
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
白
馬
村
・
小
谷
村

の
全
て
の
源
と
し
て
白
馬
高
校
が

果
た
す
役
割
は
大
変
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し

た
人
材
育
成
と
、
山
岳
国
際
観
光

都
市
を
目
指
す
当
地
域
に
お
け
る

人
材
養
成
の
推
進
に
関
し
て
も
、

白
馬
高
校
が
及
ぼ
す
地
域
経
済
へ

の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

て
い
ま
す
の
で
、キ
ャ
ン
パ
ス
化
、

統
合
、
募
集
停
止
の
う
ち
か
ら
選

択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、「
白

馬
高
校
を
育
て
る
懇
話
会
」で
は
、

こ
れ
ら
の
３
つ
以
外
の
１
学
年
２

ク
ラ
ス
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

谷
村
か
ら
経
営
と
運
営
に
つ
い
て

も
知
恵
を
出
し
な
が
ら
協
力
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
、

ぜ
ひ
白
馬
高
校
が
生
き
残
る
方
法

を
皆
さ
ま
と
共
に
考
え
、
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

と
す
る
外
国
人
居
住
者
の
増
大
、

併
せ
て
国
際
社
会
の
交
流
も
盛
ん

に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
感
覚
を
持
っ
た
若
者
の
育
成
が

急
務
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地

域
経
済
の
牽
引
者
と
し
て
、
社
会

に
出
て
か
ら
も
白
馬
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
村
の
運
営
に
携
わ
る

人
材
の
育
成
、
ま
た
地
域
か
ら
仕

事
と
生
き
方
を
学
べ
る
場
と
し
て

の
高
校
教
育
の
充
実
の
一
つ
の
方

法
と
し
て
、
進
路
に
応
じ
た
中
で

の
教
育
を
望
み
ま
す
。

む
け
て
、「
白
馬
高
校
の
将
来
を

ず
、
村
長
の
熱
意
、「
白
馬
高
校

魅
力
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
の
答

な
い
要
因
は
。

キ
ー
を
し
て
い
な
い
生
徒
の
大
学

進
学
が
厳
し
い
と
評
価
さ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

申
か
ら
再
三
の
県
教
育
委
員
会
へ

の
要
望
書
の
提
出
、
白
馬
高
校
が

輩
出
し
て
き
た
素
晴
ら
し
い
選
手

た
ち
の
功
績
な
ど
か
ら
、
今
回
、

県
教
育
委
員
会
が
、
白
馬
村
・
小

谷
村
と
円
卓
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
の

対
応
は
。

考
え
る
会
」
を
立
上
げ
、
早
急
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
２
ク
ラ
ス

を
維
持
し
、特
色
あ
る
地
域
高
校
、

魅
力
あ
る
地
域
高
校
に
す
る
、
ま

た
白
馬
高
校
で
な
け
れ
ば
学
べ
な

い
、
白
馬
高
校
で
学
び
た
い
と
い

う
目
的
を
も
っ
た
生
徒
を
全
国
か

ら
集
め
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
白
馬
高
校
を
存
続
さ
せ
る
こ

と
に
全
力
を
あ
げ
て
進
め
て
い
き

ま
す
。
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答 問問

問

問

問問

問

問 村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

教
育
課
長

子どもの健やかな発育を願って（学校給食）

「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」

に
基
づ
く
「
子
ど
も
・
子
育

無
料
化
方
式
を
採
用
す
る

と
、
医
療
機
関
に
か
か
り
や

給
食
費
を
半
額
負
担
す
る
と

約
２
０
０
０
万
円
必
要
に
な

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
の
体

制
は
そ
の
と
お
り
だ
が
、
支

新
３
項
目
は
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
者
を
除
く
と
な
っ

丁
寧
な
周
知
は
こ
れ
に
限
ら

ず
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
通

毎
年
、
全
保
護
者
に
生
徒
を

と
お
し
て
通
知
し
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
制
度
を
利
用
し
や
す
く

基
準
な
ど
、分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す

加藤亮輔議員

【
少
子
化
が
進
行
す
る
な
か
で

の
村
づ
く
り
に
つ
い
て
】

第
４
次
総
合
計
画
で
は
、

０
歳
か
ら
14
歳
の
年
少
人

山
梨
県
早
川
町
で
は
学
校
給

食
費
無
料
化
事
業
、
小
中
学

就
学
援
助
費
の
新
３
項
目

（
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、

就
学
援
助
制
度
の
利
用
率
は

白
馬
村
７
％
で
、
全
国
平
均

就
学
援
助
金
は
生
活
保
護
基

準
の
１・
２
倍
で
２
人
世
帯

今
回
の
補
正
予
算
で
も

２
５
０
０
万
円
出
て
い
る
。

村
の
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
制
度
を
い
か
す
た
め
、

て
支
援
計
画
」
の
策
定
を
優
先
し
、

条
例
の
制
定
は
今
後
研
究
し
ま
す
。

す
く
な
り
、
医
療
費
の
増
加
を
招
き

ま
す
。国
庫
負
担
金
が
減
額
さ
れ
て
、

財
政
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、
県

に
要
請
す
る
必
要
性
は
感
じ
て
い
ま

せ
ん
。

り
ま
す
。
子
育
て
支
援
策
を
総
合
的

に
考
え
る
な
か
で
検
討
し
ま
す
。

援
策
は
総
合
的
に
考
え
ま
す
。

て
お
り
、
実
際
の
対
象
者
は
い
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
要
綱
は
検
討
し

ま
す
。

知
の
中
で
分
か
り
や
す
く
し
ま
す
。

口
は
、
２
０
１
５
年
の
目
標
を

１
２
０
０
人
に
設
定
し
て
い
る
が
、

２
０
１
４
年
４
月
現
在
、
３
２
３
人

減
少
し
１
０
７
２
人
で
あ
る
。
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
10

年
後
の
推
計
は
６
９
８
人
と
半
減
。

子
ど
も
が
10
年
間
で
３
２
３
人
も
減

少
す
れ
ば
、
高
校
の
存
続
問
題
が
浮

上
す
る
こ
と
は
当
然
予
想
で
き
る
。

子
育
て
・
少
子
化
対
策
を
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
、
場
当
た
り
的
な
対
策

に
な
る
。

　

子
育
て
支
援
の
先
進
自
治
体
は
、

子
ど
も
条
例
等
を
作
り
、
出
産
か
ら

義
務
教
育
終
了
ま
で
系
統
的
に
事
業

を
行
っ
て
い
る
。「
村
の
宝
で
あ
る

県
に
窓
口
無
料
化
制
度
を
要
請
す
べ

き
で
は
。

子
ど
も
」
を
地
域
で
健
や
か
に
育
て

支
援
し
、
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
す

る
「
白
馬
村
子
ど
も
条
例
」
を
制
定

す
べ
き
で
は
。

校
教
材
費
等
無
償
化
事
業
、
保
育
所

給
食
費
補
助
金
を
実
施
し
て
い
る
。

村
で
も
給
食
費
の
半
額
補
助
実
施
を
。

ク
ラ
ブ
活
動
費
）
を
な
ぜ
実
施
し
な

い
の
か
。

は
15
・
７
％
だ
。
大
阪
は
４
人
に
一

人
利
用
。
地
域
格
差
は
お
か
し
い
。

少
な
い
原
因
は
制
度
の
周
知
方
法
が

考
え
ら
れ
る
が
、
周
知
方
法
は
。

49
億
円
の
白
馬
村
の
予
算
を
ど
こ
に

使
う
か
の
問
題
だ
。
子
ど
も
が
減
り

村
の
存
在
自
体
が
脅
か
さ
れ
る
。
窓

口
無
料
化
し
た
群
馬
県
で
は
、
時
間

外
の
受
診
件
数
は
前
年
比
92
・
７
％

と
減
少
し
た
。県
教
委
の
調
査
で
は
、

学
校
納
付
金
が
白
馬
村
の
小
学
校
で

一
人
当
た
り
８
万
３
千
円
。
学
校
以

外
の
教
育
費
は
文
科
省
調
査
で
は
、

小
学
校
平
均
20
万
８
千
円
で
、
保
護

者
の
負
担
が
重
い
。
今
や
る
べ
き
こ

と
は
、
給
食
費
補
助
な
ど
、
安
全
・

安
心
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
子
育

て
支
援
の
柱
で
は
。

の
所
得
の
場
合
、
約
１
８
３
万
円
以

下
が
該
当
す
る
。
自
治
体
に
よ
っ
て

は
、
１・
５
倍
も
あ
る
。
基
準
を
引

き
上
げ
利
用
し
や
す
く
す
べ
き
だ
。

制
度
の
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
年
収

が
い
く
ら
ま
で
な
ら
使
え
ま
す
よ

と
、
も
っ
と
丁
寧
な
お
知
ら
せ
が
必

要
だ
。
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答 問問問

問問

問

問

問 問

問 問問

問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

夢白馬ろまん市

検
証
の
結
果
、
問
題
点
と
し

て
は
、
賦
課
替
え
し
た
地
番

説
明
会
の
様
子
は
、
取
り
ま
と

め
の
う
え
、
お
伝
え
し
ま
す
。

広
報
、
行
政
無
線
、
ユ
ー
テ

レ
な
ど
で
の
周
知
や
、
各
種

保
健
補
導
員
は
48
名
で
、
学

習
会
開
催
、
地
区
健
康
教
室
、

絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、
３

市
村
連
携
で
「
北
ア
ル
プ
ス

今
後
５
年
を
か
け
て
山
小
屋

ト
イ
レ
の
改
修
を
進
め
る
予

大
北
地
域
と
し
て
10
月
に
１

週
間
「
信
州
・
北
ア
ル
プ
ス

ブ
ラ
ン
ド
化
は
観
光
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
に
も
結
び
つ
く

国
の
指
針
に
合
わ
せ
て
お

り
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

経
緯
を
踏
ま
え
、
実
施
の
可

否
も
含
め
て
、
平
成
27
年
度

外
部
意
見
も
必
要
と
考
え
、

ま
ず
は
日
本
下
水
道
事
業
団

行
政
全
体
の
取
り
組
む
べ
き

姿
勢
と
と
ら
え
、
方
針
に

高
額
な
脳
ド
ッ
ク
へ
の
補
助
制
度
を

来
年
度
実
施
に
向
け
て
検
討
し
ま
す

篠﨑久美子議員

【
下
水
道
受
益
者
負
担
金

問
題
に
つ
い
て
】

【
特
定
健
診
・
が
ん
検
診

に
つ
い
て
】

【
白
馬
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
】

事
務
改
善
報
告
書
の
「
加
入

分
担
金
制
度
の
問
題
点
の
把

住
民
説
明
会
の
様
子
や
質
疑

応
答
な
ど
の
公
表
は
。

報
告
書
の
客
観
性
の
担
保
の

た
め
に
も
、
外
部
評
価
が
必

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の
受

診
率
向
上
策
は
。

保
健
補
導
員
と
の
連
携
は
。

県
の
「
山
の
日
」
や
「
世
界

水
準
の
山
岳
観
光
都
市
構

県
が
銀
座
に
オ
ー
プ
ン
す
る

情
報
発
信
拠
点
の
「
し
あ
わ

山
小
屋
ト
イ
レ
の
環
境
整
備

状
況
は
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
考
え

と
、取
り
組
み
状
況
な
ど
は
。

現
在
２
年
目
ご
と
の
女
性
特

有
の
が
ん
検
診
を
、
毎
年
実

受
診
者
が
増
加
傾
向
の
高
額

な
脳
ド
ッ
ク
へ
の
補
助
制
度

報
告
書
の
再
発
防
止
策
の
う

ち
「
全
庁
的
な
事
務
改
善
」

が
分
か
り
に
く
い
、
土
地
所
有
者
変

更
時
に
加
入
分
担
金
賦
課
地
で
あ
る

こ
と
が
引
き
継
が
れ
な
い
場
合
が
あ

る
、
賦
課
替
え
地
が
競
売
な
ど
で
新

た
な
受
益
地
と
な
っ
た
場
合
に
賦
課

で
き
る
の
か
、
負
担
金
の
１
・
５
倍

の
１
３
５
０
円
の
分
担
金
額
に
理
解

が
得
ら
れ
る
か
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
専
門
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、制
度
改
正
に
取
り
組
み
ま
す
。

検
診
の
セ
ッ
ト
化
、
土
日
検
診
の
実

施
、
検
査
項
目
の
充
実
等
を
図
っ
て

い
ま
す
。
が
ん
検
診
は
、
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
の
発
行
、
未
受
診
者
へ
の
受

診
勧
奨
も
し
て
い
ま
す
。

声
掛
け
運
動
な
ど
で
受
診
呼
び
か
け
を

し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
保
健
師
も
連
携

し
て
地
区
担
当
制
と
し
て
い
ま
す
。

山
麓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
実
施
予

定
で
、
情
報
面
を
強
化
し
、
す
で
に

親
子
向
け
案
内
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
協
力
し
て
北
ア
ル
プ
ス

定
で
す
。

山
麓
ウ
ィ
ー
ク
・
in
・
銀
座
」
を
予

定
、
う
ち
白
馬
村
フ
ェ
ア
は
10
月
７

日
の
予
定
で
す
。

と
考
え
、
重
要
な
施
策
の
一
つ
に
位

置
付
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
農
政
課

で
は
、
農
産
品
や
加
工
品
の
ブ
ラ
ン

ま
せ
ん
。

予
算
編
成
時
に
検
討
し
ま
す
。

の
助
言
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

沿
っ
て
組
織
と
し
て
再
出
発
し
た
い

で
す
。

握
」
と
「
制
度
の
見
直
し
」
へ
の
取

り
組
み
は
。

要
で
は
。

へ
の
具
体
的
取
り
組
み
は
。

施
し
て
は
。

を
創
設
し
て
は
。

想
」
に
向
け
て
は
。

せ
信
州
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
」
の
利
用

予
定
は
。

ド
化
に
向
け
振
興
公
社
な
ど
と
連
携

し
て
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
企
画

し
、
観
光
課
で
は
、
今
後
の
観
光
地

経
営
計
画
の
中
で
、
山
岳
・
自
然
環

境
、文
化
、慣
習
な
ど
の
資
源
を
ベ
ー

ス
に
住
民
や
事
業
者
と
と
も
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

エ
リ
ア
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り

ま
す
。
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答 問問

問

問問

問

問

問

村
長

教
育
長

村
長

村
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

村
長

教
育
長

子育て支援ルーム新遊具設置

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
、

北
小
学
校
が
３
２
９
名
、
南

県
教
育
委
員
会
で
も
県
下
の

小
中
学
生
が
減
少
す
る
の
に

急
激
な
少
子
化
が
色
々
な
面

で
も
影
響
が
出
て
く
る
こ
と

ご
承
知
の
と
お
り
老
朽
化
し

て
お
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

昭
和
59
年
に
建
築
さ
れ
た
施

設
で
、
建
築
か
ら
30
年
と
な

北
小
学
校
は
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
午
前
７
時
55
分
か

複
合
施
設
で
な
い
た
め
、
待

機
場
所
に
つ
い
て
検
討
委
員

司
書
教
諭
の
配
置
基
準
に
該

当
す
る
た
め
、
北
小
学
校
に

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、

自
然
を
活
か
し
た
遊
び
場
と

保
護
者
と
子
ど
も
た
ち
の
待

ち
合
せ
場
所
に
使
う
こ
と
が

国
の
教
育
審
議
会
で
も
小
中

一
貫
教
育
等
に
つ
い
て
の
研

少
子
化
に
伴
う
小
学
校
の
統
合
計
画
は

必
要
時
期
に
な
っ
た
ら
研
究
検
討
し
ま
す

太田正治議員

【
教
育
問
題
に
つ
い
て
】

【
図
書
館
に
つ
い
て
】

【
未
就
学
児
童
の
遊
び
場

に
つ
い
て
】

少
子
化
に
伴
い
、
少
学
校
の

統
合
計
画
は
。

統
合
に
は
準
備
期
間
が
必
要

で
あ
り
、
検
討
委
員
会
は
。

各
小
学
校
の
図
書
館
の
利
用

時
間
は
。

図
書
館
司
書
の
在
席
は
。

未
就
学
児
童
の
遊
び
場
は
。

下
校
後
、
村
の
図
書
館
を
利

用
す
る
に
は
、
場
所
が
狭
い

共
同
調
理
場
等
給
食
施
設
の

改
修
は
。

小
学
校
が
１
２
１
名
で
あ
り
、
児
童

生
徒
の
減
少
状
況
に
つ
い
て
将
来
の

見
通
し
を
立
て
る
中
で
、
説
明
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、
統

合
ま
で
踏
み
こ
ん
だ
検
討
に
は
な
ら

な
い
委
員
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

伴
い
「
少
子
・
人
口
減
少
社
会
に
対

応
し
た
活
力
あ
る
学
校
環
境
の
在
り

方
及
び
支
援
方
策
」
が
策
定
さ
れ
、

20
年
後
の
県
下
の
児
童
生
徒
数
が
現

在
の
６
割
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
南
小
学
校
も
県
の
想

定
の
と
お
り
６
割
と
な
っ
た
と
す
れ

ば
児
童
数
70
名
と
な
り
、
１
ク
ラ
ス

か
ら
将
来
に
向
け
て
統
合
あ
り
き
の

話
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
村
の
施
設
を
含

め
広
い
意
味
で
の
統
合
と
言
う
言
葉

が
、
ち
ま
た
で
出
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
そ
の
た
め
の
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
、
議
論
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
得
る
話
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

や
作
業
環
境
の
劣
悪
さ
等
、
施
設
に

つ
い
て
は
急
を
要
す
る
検
討
事
項
で

あ
り
ま
す
。

り
、
大
北
の
中
で
も
最
も
古
く
大
変

ら
午
後
３
時
55
分
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、
又
南
小
学
校
は
午
前
７
時
55
分

か
ら
８
時
05
分
ま
で
と
、
10
時
25
分

か
ら
10
時
45
分
、
午
後
１
時
15
分
か

ら
１
時
25
分
で
、
た
だ
し
水
曜
日
は

午
後
１
時
15
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で

開
館
し
て
い
ま
す
。

会
を
立
上
げ
相
談
し
た
い
で
す
。

１
名
配
置
し
、
中
学
校
で
は
配
置
基

準
に
該
当
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
週

２
日
は
中
学
校
を
見
て
い
ま
す
。
南

小
学
校
は
村
費
職
員
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

し
て
遊
具
施
設
を
配
置
し
て
あ
り
ま

す
し
、
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
の
遊
び

場
に
も
徐
々
に
固
定
遊
具
を
そ
ろ
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
遊
び
場
は
ど

な
た
で
も
利
用
可
能
で
す
。

出
来
な
い
状
態
で
す
。
ま
た
、
観
光

客
に
対
す
る
雨
対
策
と
し
て
も
広
く

利
用
で
き
る
施
設
に
し
た
い
と
い
う

基
本
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。

究
も
あ
る
の
で
、
社
会
情
勢
の
変
化
等

も
見
な
が
ら
、
必
要
時
期
に
な
り
ま

し
た
ら
研
究
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
た
り
12
名
程
度
に
減
少
す
る
も
の

と
な
り
、
こ
の
基
準
が
ひ
と
つ
の
目

安
と
な
り
ま
す
。

の
で
は
。

老
朽
化
し
て
お
り
、
時
代
の
変
化
に

伴
い
衛
生
基
準
の
改
正
等
変
わ
っ
て

き
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
が
早

く
解
消
さ
れ
る
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
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答 問問

問問

問

問

問

問問

問

問問

問

村
長

村
長

村
長

村
長

副
村
長

副
村
長

総
務
課
長

村
長

村
長

村
長

総
務
課
長

副
村
長

上下水道課で配布している報告書

昨
年
の
集
落
懇
談
会
、
ユ
ー

テ
レ
白
馬
、
広
報
は
く
ば
等
、

隠
す
こ
と
な
く
正
直
に
申
し

上
げ
た
つ
も
り
で
す
が
、
足

担
当
職
員
の
寝
る
間
を
惜
し

ん
で
の
調
査
を
見
て
、
大
変

事
務
方
も
新
し
い
事
業
だ
っ

た
た
め
、
す
べ
て
を
理
解
す

現
在
の
状
況
を
載
せ
ろ
と
い

う
の
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い

事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、

内
容
が
住
民
に
等
し
く
理
解

以
前
に
あ
り
ま
し
た
。
文
書

で
丁
寧
に
回
答
し
て
い
ま
す
。

明
確
な
基
準
は
定
め
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
経
験
年
数
、
能

今
後
は
人
事
評
価
制
度
の
導

入
を
進
め
、
公
平
・
公
正
な

そ
の
よ
う
な
事
を
採
用
に
反

映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

当
時
と
し
て
は
、
い
く
ら
で

も
納
め
さ
せ
た
い
と
い
う
行

賦
課
替
え
は
「
係
争
中
」
と
載
せ
る
べ
き

現
況
を
載
せ
ろ
と
い
う
の
は
そ
の
通
り

伊藤まゆみ議員

【
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・

事
務
改
善
報
告
書
及
び
そ
の

説
明
会
に
つ
い
て
】

【
職
員
採
用
・
人
事
に
つ
い
て
】

説
明
会
で
の
一
般
住
民
の
出

席
人
数
合
計
は
35
人
程
度
。

下
水
道
問
題
は
深
刻
だ
と
思

う
が
、
こ
の
深
刻
さ
が
住
民

報
告
書
に
は「
納
期
限
を
１
ヶ

月
以
上
経
過
し
て
い
る
の
に
、

あ
い
さ
つ
で
「
終
止
符
を
打

ち
た
い
」
旨
の
発
言
が
あ
っ

不
採
用
に
な
っ
た
受
験
者
が

結
果
を
聞
き
に
来
た
例
は
。

関
係
者
か
ら
の
推
薦
が
あ
っ

た
場
合
、
役
場
職
員
や
村
に

職
員
の
異
動
・
昇
進
は
ど
の

よ
う
な
基
準
に
よ
る
か
。

現
在
の
採
用
・
異
動
・
昇
進

方
法
で
職
員
の
や
る
気
を
十

採
用
試
験
の
筆
記
問
題
・
解

答
例
の
公
表
は
。

「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
住
民
は
事

業
に
賛
成
だ
っ
た
」
と
の
こ

概
要
版
を
見
る
限
り
、
賦
課

替
え
が
違
法
だ
と
の
訴
訟
が

多
額
の
不
納
は
、
納
得
で
き

な
い
受
益
者
が
「
実
力
行
使

ま
た
概
要
版
も
配
布
し
て
お
り
、
一

定
の
評
価
を
得
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

り
な
い
部
分
は
お
知
ら
せ
す
る
機
会

を
設
け
、理
解
し
て
頂
く
予
定
で
す
。

だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
、
と
い
う

の
が
間
違
い
の
発
端
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

ま
す
。

さ
れ
て
い
た
か
が
、
問
題
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

力
や
適
性
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
て
い
ま
す
。

評
価
に
基
づ
き
、
総
合
力
や
専
門
力

の
向
上
を
図
り
、
そ
れ
が
反
映
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

為
が
こ
う
い
う
結
果
に
な
っ
た
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

分
引
き
出
せ
て
い
る
と
思
う
か
。

問
題
の
深
刻
さ
を
考
え
る
と
出
席
者

の
数
が
極
端
に
少
な
い
が
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
。

に
伝
わ
っ
て
い
る
と
思
う
か
。

前
納
報
奨
金
が
支
払
わ
れ
た
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
し
か
も
報
奨

金
の
合
計
は
７
１
０
万
円
に
も
の
ぼ

り
、
極
め
て
不
公
平
と
思
う
が
。

た
が
、「
真
相
が
明
ら
か
に
な
り
、

対
応
策
が
確
立
し
て
い
る
」
と
考
え

て
よ
い
か
。

と
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
不
納
が
多
く

な
っ
た
の
は
、
払
わ
な
い
住
民
に
問

題
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

あ
る
こ
と
は
分
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

な
事
件
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
覚
悟

に
出
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
意

思
表
示
は
事
業
の
進
め
方
に
対
す
る

最
も
激
し
い
「
異
議
申
し
立
て
」
と

考
え
る
。「
下
水
道
事
業
は
失
敗
だ
っ

た
」
と
、
率
直
に
認
め
る
か
。

何
ら
か
の
貢
献
を
し
た
人
の
子
弟
や

親
戚
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
か
。

の
表
れ
が
報
告
書
で
あ
る
な
ら
、
情

報
発
信
の
あ
り
方
は
非
常
に
疑
問

だ
。「
現
在
係
争
中
」
と
す
べ
き
と

思
う
が
。
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スノーハープ環境整備を終えて

４
月
１７
日
に
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を

終
え
た
村
内
索
道
事
業
者
の
皆
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
お
邪
魔
を
し
て
、
こ
の

シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
と

課
題
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
２

月
の
大
雪
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
索
道
で
は
前
年
度
並
み
の
入

込
と
の
お
話
し
と
設
備
投
資
や
宣
伝

な
ど
の
課
題
を
伺
い
ま
し
た
。

５
月
８
日
は
池
田
松
川
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
視
察
と
、
男
性
長
寿
日

本
一
と
な
っ
た
松
川
村
の
健
康
管
理
体

制
な
ど
の
視
察
に
伺
い
ま
し
た
。
老

朽
化
の
著
し
い
白
馬
村
共
同
調
理
場

の
改
築
に
備
え
、
最
新
設
備
の
学
校

給
食
調
理
場
と
そ
の
運
営
体
制
を
学

び
ま
し
た
。

５
月
３０
日
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
少
数

部
族
の
大
学
生
が
白
馬
村
を
訪
れ
ま

し
た
。
議
場
で
は
議
員
席
に
座
り
、

模
擬
議
会
形
式
で
日
本
の
地
方
議
会

制
度
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

■
ス
キ
ー
場
各
社
へ
の
訪
問

■
ミ
ャ
ン
マ
ー
青
年
と
の
交
流

池
田
・
松
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

な
ど
視
察

再議とは村長の拒否権により、
再度議決を行う事です。

　再議とは、村長が議会の議決などに異議がある場合、不当又は不法な議決と認めた時
に、これを拒否して再度の審議及び議決を求める事です。（地方自治法第 176 条）
　今回は、村長が提出した補正予算案が減額修正されたため、村長は事業費の減額には異
議があるとして再議を申し入れました。この議決で、出席議員の３分の２以上の賛成者が
あった場合は、修正予算の議決は確定することになります。

過半数の賛成

村長が再議の申し入れ
議長を含む出席議員 2/3 以上の賛成なし

補正予算に対する付帯決議を提出
過半数の賛成

補正予算書提出

議員から修正案提出

修正補正予算案が可決

修正補正予算案は否決

原案を可決

付帯決議を可決

修正案が無くなったため原案を採決
過半数の賛成

　今回は修正案が再議で否決され、原案が過半数の
賛成で可決されましたが、補正予算については議会
との連携や十分な説明を求める付帯決議案が提出さ
れ、過半数の賛成で可決されました。

今回の流れ

閉
会
中
の
活
動
に
つ
い
て

お
詫
び
と
訂
正

議
会
報
第
１
０
８
号
に
お
い
て
誤

植
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
ペ
ー
ジ

議
議
案
→
議
案

３
ペ
ー
ジ

安
部
総
理
→
安
倍
総
理

１７
ペ
ー
ジ

７
６
０
０
円
→
７
６
０
０
万
円

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
よ
り
よ
い
議
会
報
の
編
集
を

調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
摘
、
ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
の
あ
れ
？
こ
れ
？

議
会
の
あ
れ
？
こ
れ
？
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編

集

後

記

1960 年の断層って？ 行政とのつながり 楽しみましょう
松沢　正明 丸山　幸彦 平澤　英治新田 八方 飯田

「日本人には二種類いる」といっ

ても、男女の二種類ではない。1960

年以降に生まれた人「60年型」と

'50年代までに生まれた人「旧型」

の間で、日本人を二つに分ける「1960

年の断層」がある。著者　岩村暢子

さんの本です。今まで「今の○○は」

と言ったりしませんでしたか？　私

も'50年代生まれですが、いろいろ

な地区の役職を経験する中で、価値

観に「違和感」を感じる事があり、

世代間の違いだと思っていました。

それが敗戦にさかのぼるとは、受け

た教育が戦前教育か、戦後教育かに

始まり、その世の中の背景やら、体

験した違いによって「言葉の意味」

までも違いが生じたと言うのです。

本の終わりに、違いを強調するため

に書いたのではなく、お互いを見つ

め直すヒントとしてほしいと締めく

くっています。「60年型」の時代に

なる今、「旧型」の方に興味を持っ

て頂ければ。

平成24年より２年間八方地区の

惣代、区長として行政に係わる機会

を戴きました。それまでは、目立つ

ことをせず、地区の行事は無難にこ

なす事としてきました。

そんな私に担当者としての話が持

ち込まれ、目立たず騒がず１年間で

担当を終わることを考えていました

が、始まればそんなわけにもいかず、

行政の右も左もわからないまま走り

だす自分がそこにいました。地区の

仕事の中では役場の方々と接する機

会も多く、未熟な私のために時間を

さいていただき感謝しております。

一方で、個人の意見としては、役場

に勤めるということは「村の未来に

携わっている」と自覚を持って、よ

り良い白馬村を目指して、日々勤め

ていただきたいと感じるようになり

ました。このことは職員の方々に限

らず、村会議員の方々や村長にも言

える事ではないでしょうか。２年間、

関係者にはお世話になりました。

白馬に住んで四半世紀、第二の古

里になりました。仕事でも、日常の生

活でも、深く地域と関わっているこ

とを実感しています。仕事では、景

観に配慮した住宅の提案、スポーツ

では、壮年ソフトボールや白馬の観

光の源であるスキーで地元のスキー

スクールにお世話になっています。

文化面では、吹奏楽団やアルプホル

ンを通じて、地域のイベントに参加

しています。これらのことは、全て

楽しみながらやっています。楽しい

とストレスはたまりませんので、健

康で長生きできるような気がします。

ここ数年は、この楽しみを皆で分

かち合えればと、ウイング21ホール

の運営に関わっています。村の文化

事業活動のお手伝いで、幅広い年齢

層の方に何度も足を運んでいただけ

るような催しものの企画、運営など

を行っています。詳細は広報などで

もご案内します。

「皆で楽しみましょう。」

夢、私たちに。

わたしのひとこと

６
月
議
会
後
、「
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
」
が
大
き
く
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
週
間
ほ
ど
前

に
阿
智
村
の
満
蒙
開
拓
平
和
祈
念

館
を
訪
れ
、
祖
父
の
満
州
体
験
を

歌
に
し
た
清
水
ま
な
ぶ
さ
ん
の

『
回
想
』
の
Ｃ
Ｄ
を
購
入
し
ま
し

た
。山

崎
豊
子
著
の
『
大
地
の
子
』

と
重
な
り
、
聞
く
た
び
に
戦
争
の

悲
惨
さ
に
涙
し
、子
ど
も
た
ち
に
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る

子
ら
に
、
こ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て

は
い
け
な
い
と
強
く
思
う
の
で
し

た
。来

年
は
戦
後
70
年
と
い
う
節

目
に
あ
た
り
ま
す
。
多
く
の
犠
牲

か
ら
学
ん
だ
平
和
な
今
を「
戦
前
」

に
し
て
は
い
け
な
い
。
そ
ん
な
大

切
な
時
期
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。

（
伊
藤
ま
ゆ
み
）

■
議
会
報
調
査
編
集
特
別
委
員
会

議
　
　
長

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃〃

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと FSC Ⓡ 認証紙を使用
しました。（PO 印刷）
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